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おわりに̶̶《大雨》の観察を通して
　実際に雨が降った時、私の想像を越える激しい雨音や、強い風
に揺らぐ木々など、想像を越えるエネルギーを持って予期せぬ情
景が広がり、日常では感じ得ない感覚が刺激され静かな興奮を覚
えるように、《大雨》も、私の予想や期待を大きく越える様々な
表情を見せた。
　テラス左手、外に生えるイチョウの樹は黄色く紅葉していた。
右手からステンドグラスを望むと、この黄色い葉がガラスに映り
込んで作品を黄色く染めた。この風景は、右手のステンドグラス
上部、 雲の表現の中で、 部分的にシルヴァーステインによって黄
色く染められたガラスと響き合い、自然とステンドグラスの色彩
の思わぬ調和を生んだ（図122）。
　ステンドグラスの手前に置かれた輝く鋳物の波紋は、降り注ぐ
自然光によってガラスに虚像を映し出し、奥に置かれた波紋の実
像と重なって複雑な光景を作った。ステンドグラスを挟む形で鋳
物を前後に配し、ステンドグラスによる雨の線と鋳物による波紋
を重ね合わせる狙いはあったが、虚像と実像が織りなす光景は、
予期せぬステンドグラスと鋳物の共鳴となった（図123）。
　展示されたステンドグラスを透過する自然光は、天候や時間、
雲の動きによって、実に多彩な空間を作り出した。晴れの日、午
前中の光線は、内部空間にくっきりと雨の陰影を落とし、床に展
開した鋳物の波紋の上へきらきらと揺らぐ輝きを生んだ（図
124）。夕方には、床に投影されたステンドグラスの陰影が消
え、夕日が西側に置かれた波紋にだけ当たっていた。この夕日
は、テラス外部に植えられた樹木が風に揺らぎ、その木々を介し
た木漏れ日となって室内に射し込んで、あたかも実際に生まれて
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図122：イチョウとガラスの色彩
図123：ガラスに移り込んだ波紋
図124：
床に広がるステンドグラスの陰影
は消える波紋の揺らぎの様をつくり出していた（図125）。
　雨が降る寒い日には強い自然光が射し込まず、また、内外の気
温差が窓を結露させ、窓越しの風景が霞んで、晴れの日とは全く
異なる空間を創造していた（図126）。透過して見える風景が乳
白色の半透明な背景へと変化し、これによってステンドグラスに
表された線がより際立って、鋳物の波紋と明瞭な関わりを見せ
た。 　
　ステンドグラスと鋳物は、空間内外のあらゆる要素と反響し、
天候や時間と共に移ろう光というエネルギーが加わることによっ
て、あたかも呼吸するように共鳴を実現し、美術館３階テラス
に、 既存の空間には存在しなかった新たな「大雨」の空間を生み
出したのだった。
　季節や時間によって様々な表情を見せる空間に、最も驚いた瞬間があった。それは、搬出のと
きに訪れた。展示期間中の開場時間は午前10時からだったが、搬出の日は作業準備のため、いつ
もより30分早く作品の元へ向かった。するとそこには、期間中には一度も見られなかった空間が
広がっていたのだ。まだ低い位置にある太陽からの光は、作品に対面する壁に、ステンドグラス
で表した雲の線や絵付けの色彩まではっきりと投影していたのである（図127）。
　私はこの光景に夢中でシャッターを切った。たった30分という時間差の間に、テラス空間には
自然光が織りなす驚くべき光景が広がっていたのだ。もしも、この場に《大雨》が存在していな
かったならば、この空間はこれほど感覚を揺さぶる世界を持ち得ただろうか。正に、テラスとい
う空間の魅力が《大雨》の存在によって引き出された証拠であろう。
　私は作品《大雨》を通して、１つの結論に辿り着いた。私がこの作品で行ってきたことは「テ
ラス空間に、ステンドグラスと鋳物という２つの要素で、雨の情景を描写する」ことであった。
　鉛桟と絵付けによって、ガラスを透過する自然光や風景にリズムを与えた「雲」は、正に太陽
光を時に遮り、時に通過させて、天空の表情にリズムを与える「雲」そのものと同じである。さ
らに、透過する風景に重ねた「雨の線」は、晴れの風景に「雨」というフィルターが一層かかっ
た様そのものである。加えて、光の受け皿となって煌めきを生む鋳物の「波紋」は、自然光を受
けて輝き、雨の強弱によって揺らぐ「雨の波紋」そのものと同様である。
　ステンドグラスと鋳物は私にとって、「雨」の主題を表現するために最も適した表現方法で
あったのだ。これらの要素が、スケールを持った作品として空間全体を使って提示されたことで、
私がこれまで表現してきた、どの「雨」の作品にも増して、風景を包み込む雨のエネルギーが生
み出す自然空間の大いなる揺らぎへと、迫ることが出来たと考えている。
　《大雨》は、９日間の博士審査展で展示された。作品が設置された美術館３階テラスを訪れる
人々の反応を観察する中で、予想していなかったことがある。それは多くの人々が、《大雨》
を、元々美術館に設置されていた作品として認識したことだった。「展示作品だと気付かれな
い」ことは、作品を作る者としては認めがたい事実、と捉えられるかもしれない。しかし私は、
人々のこのような反応が「この作品が成功した証拠」であると確信する。それは一重に、ステン
ドグラスや鋳物が単独で自己主張するのではなく、外の風景や内部の空間と共鳴しつつ新たな世
界を創造することこそ、私がこの作品で目指したものだったからである。
　残念なのは、この作品をたった９日間しか展示出来なかったことである。短い展示期間の中
で、空間環境の様々な移ろいと共に素材が共鳴し、《大雨》のあるテラスは多様な表情を見せ
た。だが、春の頃、夏の頃、10年後、20年後、《大雨》はどのような表情を見せたのだろうか。
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図125：夕日に揺らぐ波紋
９日間で生み出されたあらゆる情景を思い返し、《大雨》が織りなしたであろう、見られなかっ
た季節の空間を、ただただ思い描くばかりである。
　論文執筆及び制作研究を通して、ステンドグラスと鋳造という世界は、共に高い専門性と深い
歴史を持ったものであることを再認識した。恐らく一生の時間をかけて１つの分野を追及するだ
けでも不十分だろう。しかしながら私は、今後もこの２つの世界について研究し続けたいと思
う。なぜなら《大雨》は、ステンドグラスと鋳物だからこそ、生み出すことが出来た世界であ
り、この制作を通して両者の魅力を明確に意識し、２つの要素による表現の可能性を実感したか
らである。ステンドグラス及び鋳物について今後の制作研究によって得られるであろう新たな発
見と、それによって生じる意識の変化が、未だ見ぬ数えきれない空間をどのように創造してゆく
のか、心から楽しみにしている。　
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図126：雨の日の作品
図127：壁に映った雲の表情
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